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【設立年月日】 

 平成29年６月 

【代表者】 

 理事長 海野 伸 

【主な活動実績】 

 ○盛岡町家旧暦の雛祭り開催 

 ○盛岡に残したいお盆 黒川さんさ門付け 

 開催 

 ○盛岡市大慈寺地区観光推進事業 

 ○歴史的まち並み保存活用地区における暮 

 らしやすさの実態調査と県内団体のネット 

 ワーク化事業 

 ○歴史的まち並みの保存活用地区の資源と 

 暮らしの関係性の可視化ツールの作成と岩 

 手県内団体のネットワーク化体制強化事業 

 

 ○その他 

 ・盛岡市大慈寺地区景観地区の広報周知パ 

 ンフレットの作成、配布 

 ・フォーラム開催 

 ・改修等に係る相談窓口対応実施 

 歴史的建造物の維持の必要性、盛岡町家等の利活用に

ついてなどを取り上げたワークショップの実施や、歴史

的町並み保存地区の視察を通して、大慈寺・鉈屋町界隈

の歴史的景観を保存する方策等について地域住民ととも

に考えました。 

事業の内容 

【協働担当課】 景観政策課 

【令和５年度補助額】 312,000円 

◆ワークショップ 

・日時 ①令和５年８月27日（日） 

    ②令和５年９月10日（日） 

    ③令和５年12月３日（日） 

・参加者数 ①20人 ②15人 ③25人 

・内容（テーマ） 

 ①大慈寺・鉈屋町地域の特性の再確認 

 ②盛岡町家の価値を知る 

 ③盛岡町家を維持・継承するため 

◆先進地視察 

・日時   令和５年11月26日（日） 

・参加者数 17人 

・場所   秋田県横手市 

      増田重要伝統的建造物群保存地区 

 大慈寺・鉈屋町地区のイメージとして「歴史的景観から

趣や風情が感じられる」「自然の恩恵や落ち着いた雰囲気

を感じる」などの意見が出されました。一方で、魅力発信

不足やアクセスの不便さなどの課題も挙がりました。 

 ワークショップを実施したことで、古民家等の所有者の

高齢化に伴う後継者問題や、維持管理費用の確保等の課題

を再認識しました。また、参加した若者に、歴史的景観の

保存の重要性を認識してもらうことできたのは、大きな収

穫となりました。 

協働事業 （令和５年度活動事例）  
 

歴史的町並み景観の保存推進事業 

【実施主体】 

 特定非営利活動法人盛岡まち並み塾 

ワークショップ開催を通して 


